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非
課
税
適
用
申
告
書
又
は
法
第
五
条
の
二
第
十
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
に
定
め
る
申
告
書
（
以
下
こ
の

項
及
び
第
十
九
項
に
お
い
て
「
非
課
税
適
用
申
告
書
等
」
と
い
う
。）を
提
出
す
る
外
国
法
人
が
特
定
振
替
機
関
等

の
営
業
所
等
の
長
又
は
適
格
外
国
仲
介
業
者
の
特
定
国
外
営
業
所
等
の
長
に
そ
の
提
出
の
際
、
当
該
特
定
振
替
機

関
等
の
営
業
所
等
の
長
又
は
適
格
外
国
仲
介
業
者
の
特
定
国
外
営
業
所
等
の
長
が
、
当
該
非
課
税
適
用
申
告
書
等

に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
外
国
法
人
の
名
称
及
び
住
所
等
に
つ
き
、
電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
か
ら
送
信
を
受
け

た
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
情
報
に
記
録
さ
れ
た
当
該
外
国
法
人
の
名
称
及
び
住
所
等
と
同
じ
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
外
国
法
人
は
、
当
該
特
定
振
替
機
関
等
の
営
業
所
等
の
長
又
は
適
格
外

国
仲
介
業
者
の
特
定
国
外
営
業
所
等
の
長
に
、
施
行
令
第
三
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
外
国
法
人
確
認
書
類
の

提
示
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

６

施
行
令
第
五
条
の
六
第
十
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
法
第
十
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二

項
に
規
定
す
る
個
人
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
又
は
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
当
該
個

人
に
対
し
て
交
付
す
る
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
の
達
成
状
況
を
確
認
し
た
旨
を
記
載
し

た
書
類
（
当
該
個
人
の
雇
用
促
進
計
画
の
達
成
状
況
及
び
法
第
十
条
の
五
第
五
項
に
規
定
す
る
離
職
者
が
い
な
い

か
ど
う
か
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。）の
写
し
と
す
る
。

第
三
条
の
十
九
第
十
三
項
中
「
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
十
二
項
」
に
、「
第
二
十
六
項
か
ら
第
三
十
二
項
ま
で
」

を
「
第
二
十
七
項
か
ら
第
三
十
三
項
ま
で
」
に
、「
第
十
八
項
」
を
「
第
十
九
項
」
に
、「
第
二
十
五
項
」
を
「
第
二
十

六
項
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
十
九
項
第
二
号
の
項
中
「
第
十
九
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
項
第
二
号
」
に
改
め
、

同
表
第
二
十
六
項
第
三
号
の
項
中
「
第
二
十
六
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
七
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
七

項
第
一
号
の
項
中
「
第
二
十
七
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
項
第
三
号
の
項

中
「
第
二
十
七
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
八
項
第
三
号
」
に
、「
第
二
十
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
三
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
表
第
三
十
一
項
の
項
、
第
三
十
一
項
の
表
第
二
項
第
二
号
の
項
の
項
、
第
三
十
一
項
の
表
第
二
項
第
三

号
及
び
第
三
項
第
一
号
の
項
の
項
及
び
第
三
十
一
項
の
表
第
五
項
第
四
号
の
項
の
項
中
「
第
三
十
一
項
」
を
「
第
三

十
二
項
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
二
項
の
項
中
「
第
三
十
二
項
」
を
「
第
三
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
十
第
一
項
第
一
号
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
い
ず
れ
か
の

書
類
」
を
「
書
類
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
書
類
及
び
」
の
下
に
「
外
国
法
人
確
認
書
類
（
」
を
、「

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
の
下
に
「
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
二
項
第
一
号
中

「
第
三
条
の
二
の
二
第
三
十
三
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と

し
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
第
三
条
の
二
の
二
第
三
十
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
三
条
の
二
の
二
第
三
十
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
三
十
一

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
九
項
」
を
「
第
三

条
の
二
の
二
第
三
十
項
」
に
改
め
、「
同
条
第
十
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
二
項
」
を
加
え
、「
第
十
四
項
」
を
「
第
十

五
項
」
に
、「
第
十
六
項
、
第
十
七
項
、
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
四
項
ま
で
及
び
第
二
十
七
項
」
を
「
第
十
七
項
、

第
十
八
項
、
第
二
十
二
項
か
ら
第
二
十
五
項
ま
で
及
び
第
二
十
八
項
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
第
八
項

第
一
号
」
を
「
第
九
項
第
一
号
」
に
、「
、
第
十
一
項
」
を
「
、
第
十
二
項
」
に
、「
、
第
九
項
」
を
「
、
第
十
項
」に
、

「
第
十
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
、「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
」に
、「
第
十
五
項
第
一
号
及
び
第
十
六
項
第
一
号
」

を
「
第
十
六
項
第
一
号
及
び
第
十
七
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第

三
条
の
二
の
二
第
二
十
七
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同

条
第
十
七
項
中
「
第
十
四
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
、「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
四
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第

二
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第

十
六
項
中
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
三
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
三
項
」
を

「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
二

項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
三
条

の
二
の
二
第
二
十
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
一
項
」
に
、「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
、「
第
七
項
各

号
」
を
「
第
八
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六

項
」
に
、「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項

と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
三
条
の
二
の
二
第
十
七
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同

条
第
十
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
第
一
号
中
「
第
十
四
項
及
び

第
二
十
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
五
項
及
び
第
二
十
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第

七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

３

非
課
税
適
用
申
告
書
の
提
出
を
す
る
外
国
法
人
が
当
該
非
課
税
適
用
申
告
書
に
係
る
利
子
の
支
払
を
す
る
者
に

そ
の
提
出
を
し
よ
う
と
す
る
際
、
当
該
利
子
の
支
払
を
す
る
者
が
、
当
該
非
課
税
適
用
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
当

該
提
出
を
す
る
外
国
法
人
の
名
称
及
び
国
外
に
あ
る
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
つ
き
、
電
気
通
信
回

線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
か
ら
送
信
を
受
け
た
同
法
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
情
報
に
記
録
さ
れ
た
当
該
提
出
を
す
る
外
国
法
人
の
名
称
及
び
国
外
に
あ
る
本
店

又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
し
た
場
合
に
は
、当
該
提
出
を
す
る
外
国
法
人
は
、

当
該
利
子
の
支
払
を
す
る
者
に
、
施
行
令
第
三
条
の
二
の
二
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
外
国
法
人
確
認
書
類
の
提

示
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
五
条
の
七
第
一
項
中「
法
第
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
又
は
特
定
連
鎖
化
事
業
者（
同

号
に
規
定
す
る
特
定
加
盟
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
加
盟
者
」
と
い
う
。）」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の

合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
七
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
特
定
事
業

者
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
連
鎖
化
事
業
者
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
連
鎖
化
事
業
者
が
行
う
連

鎖
化
事
業
（
同
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
連
鎖
化
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
加
盟
者

（
同
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
加
盟
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
含
む
。）又
は
同
法
第
二

十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
管
理
統
括
事
業
者
若
し
く
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
関
係
事
業
者
（
同
項

に
規
定
す
る
認
定
管
理
統
括
事
業
者
又
は
同
号
に
規
定
す
る
管
理
関
係
事
業
者
が
同
法
第
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
特
定
連
鎖
化
事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
連
鎖
化
事
業
の
加
盟
者
」
に
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
同
号
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
法
第
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
、
同
号
」
を
「
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
特
定
加
盟

者
が
」
を
「
連
鎖
化
事
業
の
加
盟
者
が
」
に
、「
同
号
に
規
定
す
る
特
定
連
鎖
化
事
業
」
を
「
当
該
連
鎖
化
事
業
」に
、

「
工
場
等
（
同
号
」
を
「
工
場
等
（
法
第
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
工
場
等
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
」、「
工
場
等
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

の
合
理
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
」
及
び「（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）」を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五

条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、「
貨
物
の
輸
送
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
」
及
び
「
貨
物
の
輸
送
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
も
の
と
し

て
」
を
削
る
。

第
五
条
の
八
第
三
項
第
四
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
九
第
一
項
中
「
次
項
及
び
第
四
項
又
は
次
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
三
項
及
び
第
六
項
又
は
第
四
項
及

び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
六
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
「
第

五
条
の
六
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、「
事
業
所
」
の
下
に「（
当
該
個
人
が
二
以
上
の
事
業
所
を
有
す
る
場

合
に
は
、
当
該
二
以
上
の
事
業
所
の
う
ち
主
た
る
事
業
所
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
附
則
第
八

条
第
三
項
」
を「（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
附
則
第
八
条
第
三
項
」
に
、「
第
十
条
の
五
第
一
項
第
二

号
ロ

」
を
「
第
十
条
の
五
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、「
の
雇
用
促
進
計
画
」
の
下
に「（
同
令
附
則
第
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
同
条
第
三
項
第
二
号
」を「
法

第
十
条
の
五
第
三
項
第
二
号
」
に
、「
第
五
項
に
」
を
「
第
四
項
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第

四
項
中
「
第
五
条
の
六
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
を
「
第
五
条
の
六
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
五
条
の
六
第
十
三
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
十
二
項
」
に
、「
第
十

条
の
五
第
三
項
第
十
四
号
」
を
「
第
十
条
の
五
第
三
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六

項
中
「
第
十
条
の
五
第
六
項
」
を
「
第
十
条
の
五
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。
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